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新年明けましておめでとうございます。 
学友会会員の皆さまには穏やかな新年を迎えられたこととお慶び申し上げます。 
昨年はタイガースが連覇を逃しましたが、ヴィッセル神戸が連覇しました。 
今年はアメリカ大統領の交代、６０年ぶりのドイツの総選挙等で国外の政治情勢
の大変化が予想され、ウクライナ、中東も混沌としています。国内では令和７年
度の予算編成に紆余曲折が予想され、７月には参議院選挙もあります。国の内外
とも厳しい状況が予想されます。 
一昨年５月に新型コロナウィルス感染症の位置付けが５類に移行しましたが、感
染症が全く消えたわけではありません。そうした中、なんとかコロナ以前の状態
の学友会活動を目指そうと昨年から試行錯誤しております。 
ルネサンス クラシックス芦屋ルナ・ホールを活動ベースにして、「旬」な講演会
を来年度は４回考えております。また、秋の音楽会・美術展は会員参加型、バス
旅行の開催等がその活動内容です。 
設立以来３９年目を迎え、脈々と続いている学友会。「会員と共にある学友会」
の活動内容の充実を目指して行きますので、学友会活動への一層のご支援をお願
い申し上げ年頭のご挨拶とさせていただきます。 

芦屋浜からの初日の出 
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小学時代の心の思い出 山麓会（36 期）副代表 阿部貞明 

この原稿の依頼を受けて「何を書こうかな」と考えていると、はるかなる昔私が小学 4 年生の頃を思い

出した。たしか 2学期の始めだったと思う。担任の先生から「夏休みの思い出を作文に書いて提出しなさ

い」と言われた。何を書いたかは覚えていないが、私は何度も書き直しをして先生に提出した。そして後

日作文が返された。返された作文は、先生が誤字脱字や言い回し等赤ペンで真っ赤に添削されていた。そ

して先生は作文を返す時、一人ひとりの生徒に感想を言いながら渡していた。僕の番が来た。先生は「あ

べくん、君は文章がうまいね。読んでいて楽しかったよ」とニコニコ顔で渡してくれた。私は添削された

作文と先生のニコニコ顔で話してくれた感想がうれしくてうれしくて、それからなんと毎日作文を書い

て、朝一番先生に提出するようになったのだ。 

先生は例のニコニコ顔で受け取ってくれた。そして翌日赤ペンで添削された作文が返される。その繰り

返しが続いた。当時の私は学校から帰ると宿題を片付けるより、まず作文を書くことが何よりも優先事項 

と き 
2 月 20 日(木） 
12 時 30 分集合 
13 時～17 時 

ところ 
市民センター 
別館 217 室 

参加者   
芦屋川カレッジ修了者で各 
期の麻雀同好会から選抜さ 
れた女性 

参加費  1,000 円 
非会員  1,500 円 

 

となった。先生のニコニコ顔と添削が私の作文を書

く原動力になったんだと思う。今ふりかえるとよく

書くネタが続いたものだ。また先生も親切によく対

応していただいたものだと思う。当時の作文は残念

ながら残っていない。でも今でも文章を書くのは好

きだし、大学では文芸部に属して創作活動をした。

一時は小説家を志したこともあった。改めて先生の

影響力の大きさを感じる。先生には本当に感謝して

いる。 

翌年小学 5年の時、父の転勤に伴い熊本から芦屋

へ転宅することになった。その後先生とはお目にか

かっていない。今でも時々思い出しては先生に「あ

の時はありがとう。お世話になりました」とつぶや

いている。はるかなる昔の私の心の思い出である。 

先生 

私 

1 月 15 日、ルネサンス クラシックス芦屋ルナ・ホールにて学友会新年
を祝う会が開催され、和太鼓教育研究所・和太鼓ユニット「采和」によ
る和太鼓演奏と和太鼓体験、お楽しみ抽選会がありました。和太鼓演奏
は圧巻で、躍動感に満ち溢れていました。力強い鼓動が会場全体に響き
渡り、心が躍り、新しい年の始まりにふさわしい、エネルギッシュで感
動的なひとときでした。お楽しみ抽選会も大いに盛り上がりました。 
参加者は 174 名、担当は 32・39 期、企画Ｇでした。 
 


